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は じめに
漱石 の 「夢 十夜 」は 「こんな夢 を見た。碗 組み を して枕 もとにすわ って
い ると,あ おむ けに寝 た女 が静 かな声 で も う死 にます とい う」 とい う文で
始 まる。 レベル の低い クラスでこれ を読 む と,学 生 は 「枕 もとにす わって
いる」 を 「枕 の上 にす わってい る」,と思い こみ 「あおむ けに寝 た女,.,」
を 「たぶん今度 は寝て・ それか ら死 にます と言 っ.たん だ ろ う」 と解 釈す
る。 自分流 にわ かるところだ け拾 って辻篠 を合 わせよ うとすればそ うとも
とれ る一 誤解す る要素 は確かにあるのだ。 まず,目 本 人 にはな じみ の主
語省略文 であって,し かも腕組みが従来 は男 ㊨スタイルで あった ことを知
らない外国人 の学生 には,腕 組み をしてすわってい るの は男で あるこ とが
想像 できな い。 だから 「すわ っている と」の 「と」 を無視 しで,あ お むけ
に寝 た女 が別 の存在 であることには気 づかず,寝 てい る事 実 を頭の中で描
き,"想 像 力"で 「寝 る」 とい う動作 をつけ加 え,そ の勢 いで次には 「死
にます」 とい うよ うにな る らしい。 日本 人な らまず避 ける・枕 の上に も平
気 ですわって しまった りす るわけであ る。 これはまだ文脈 を辿 ろうとす る
意識 が働 いてい る方 で,す わってい るのがだれかに疑 問 も感ぜず に素通 り
して しま う学生 もある。辞書的な意 味 あるいは母 国語 に単純 にお きか えら
れれば,そ れ でわかったよ うに気 にな って しま う。
'このよ うな ことは,日 本入 が外 国語 を学 ぷ揚合 に も し ば し ば 問題 ζさ
れ,外 国語教育 に共通 の問題点だ とい ってよ さそ うだ。それ ばか りか,日
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本 入が 日本 の古典 を学 ぶ場合 にも同様 な ことが 指摘 できる。r去来抄 」 に
「岩鼻 や ここにもひ とり月 の客」 とい う句 がある。 これにっい て同僚 がこ
の 「客」 は 「猿」 に した らど うか とい うので・去来 が師な る芭蕉 にお伺い
をたてると 「猿 な どとはもってのほか,こ こに もひ とり月 をめで る客がい
ると自分 で名 の り出 たとした方 がず っと風流 だ」 と作者去来の作 意 を越 え
た解釈 ・鑑 賞 を示 した とい う文章 がある。 高校生 にこれ を読 ませ た とき,
確 かに一 字一句 を現代 語訳 す ることはで きるが,単 な る移 しか えで,結 島
この文 は何 を言 お うとしたのか を理解 していな かった。 こ こ に 問題 が あ
る,っ ま り,意 思 を伝達す るために書 かれた文章 であ るの に,文 字は読 ん
でいて 臨 あ るい は読 めていて も,肝 心 の意思 を くみ とることを十分 に意
識 していな いか,あ るいは文字 を読む こ とに精 一杯で,そ こまで到達 でき
な い状態 にあ るといっていいだろ う。
本稿 は,こ のよ うな問題 をど う扱 えぱよいのか,す なわち,書 き手 の意
思 を十分 に読み とり,さ らに文学 作品の場合 な ら,前 述 の 「去来抄」 の例
で はないが,作 意 を越 えた鑑 賞 にまで到達 す るには ど うすれ ばよいのかを
考究 してみたい。加 えて,こ とばの背景 に切 り込 む読 みを支 える条件 とな
る上級 教材 の扱 い方 にっいて も述 べてみ たい。
L上 級教材の扱 い方
L教 材
(1)上級教材 とは
教 えるため には,ま ず教材 を用意 しな けれ ばな らない。 しかし,上 級 教
材 とな ると"上 級 とは何 か"と い うことが問題 とな り,こ れ は大変むずか
しい。..ICU(国際基督教大学)の教科書 も上級 とは書 か ず 「初級 ・中級 に
続 くもの」 とい う表現 をとっている。早稲 田にお いて も一般 に,中 級教科
書 を終 えたあ とを上級 クラス と呼 んで,さ まざまな テキス トを選 ん で い
るc
最近 は 「advancedIeve1」とか 「進 んだ段 階」 とい うことばを使 ってr
-48一
「上級」 を使わない場合がある。 例えば 「講座 日本語教育」 第12分冊に
は,「進んだ段階にお1ナる理解 と表現」.(木村宗男ヅ「進んだ段階における漢
字指導の問題」(北条淳子)とある。 しかし,・この輩階の定義を木村氏 は
f生教材 を使 って学習す る段階 を,か りに 『進 んだ段階』 とい うことにす
る,こ のあ とに 『よ り進 んだ段階』 が あるだ ろ うし 『進 んだ殺階』 の手前
に 『やや進 んだ段階』 とい うものが あっていい と思 う」 とい うことで,上
級 の前期 と考 えてよい のに対 し,北 条氏 は 「進 んだ段階 とい うのは,初 級
を終 った段階,っ ま り1年 か1年 半 の学 習期 間 を経 た 時期」「中級 か ら上
級 のは じめの段階」 として あ り,時 期 は必 ず しも一致 していな い。
こうみて くる と 「上級 」 の定義 もあいまいであるが,「進 んだ段階」 と
い うの も,基 点 をどこにお くか,ど こよ り進 ん だ段 階なのか,明 確 にな ら
ない。それでは上級 とは どんな段 階 か,初 級 ・中級 を終 えた段 階 とい うこ
とはで きる。語研 の揚合,初 級週20時 問15週 と中級週10時 間15週 のコ
ー スで1年 間 手50時間 とい うのが標準 で ある.だ が,こ れ はintensiveの
場合 で,受 講 地ボ母 国か 日本 かによつて も差 は出 て くる し・また個人差 も
大 きい.従 って一律 に学習歴 を何 時聞 とか,何 年 とかで は表 しに くい。学
習歴2年 前後1〕とか300時間で3年 生21とかかな り幅 が あるよ うだ。
(2)編集 され たテ キス ト
「上級」 の定義 はあい まいであ るが,具 体的 に上級教材 にはどんな もの
が あるか,見 てみよ う。編集 され たテキス トは,編 集者 が 「上級教材 とは
何 か」 を総合的 に捉えた一 つの結 果 であるか ら・新 たに別 の教材 を選択 す
る揚合 にも参考 にな る。
。長沼直兄 「標準 日本語読本」再訂 巻 ヰ・5長風社1967
。国際学友会r日 本語読本 」巻4・51962
。ICUrModemJapaneseforUniversityStudents」Part田:1966
。Hibbett&Itaska「ModemJapanese」25～60課ノ・一バ ー ド大
1)北条淳子 「上級 クラスにおける読解指導の問題」日本語教育21号
2)塩 田勉 「上級教材 としての 『よたかの星』」講座日本語教育,第13分冊
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1965
・R.A..Miller「現代 目本 文読本』38課 ～75課Tuttle1962
。文化 庁 「外国人 のた めの日本語 読本 」上級1969
。板坂 ・牧野 ・山下 「上級 日本 語読本」講談社19舛
なお,教 科書 につ いて は,教 師用 日本 語教育ハ ン ドブック別巻1「 教
・科書解題 」(国際交流基 金1976)があ る。
(3)編集 されてい塗いテキ ス ト(生教材)
新聞 雑誌 単行本(児童書 か ら専 門書まで)テ ー プVTR
スライ ド 映画
そい他使い方次第 では揖 とん ど無 限 とい っていいだう う。
乞 教材 の選択
(1)外 的に規制 され る条 件
a・ 対象Kな る学生 の学習歴 ・学習 目的・国籍 ・年齢 性別・専攻
b・ クラスの人数
c・ 他g目 本藷授業 との兼 ね合い
dr.担当す る期問(1年か1学 期 か)
週担 当時 問(週1回 か3回 か〉
e・ 精読 か速読 か,聴 解か作文 か
f文 学 か教養 か言語 か
e・fは語研 の場合ジ 日本語教室 か らあ らかじめそのよ うな範囲で選 々
でほ しい とい う指示が あった ことによ る。
(2)さま ざまな角度 か らみ た条件目
a・ 教材へ の配慮
・文法的要素,語 彙 レベル(例えば,本 ・書物,薬 禍 ・くす 勢の害),
漢字
。さま ざまな文体 にふれ させ資
。易 から難 へ
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。入手 しやすい もの
b、 目標 によって
。学習到達 目標
。学生 の希望
・"新聞が読 めるよ うにな りたい"と い うのは学生 か らよ く出 され る希
望 である。"新 聞が読 め るように"と い う学習 目標 をあげれ ば,教 材 の
選択 の範 闘は決 め られ て くる。
。教 師のね らい
冒頭 にあげたr夢 十夜 」の例 は,初 級 をよ うや く終 え,あ と1か 月
で学期 が終 了 し,帰 国す るとい う学生 に,ホ ンモノが読 める,し か も
漱石の小説 が読 めるよ うになったのだ とい う喜 びを味 わわせ,自 信 を
もたせたい とい う教 師の意図が あった。だか らレベル としては高い も
の を教材 と して与 えたた めに,珍 解釈 が起 ったのであ る。
c・ 日本 およぴ 目本 人 について知 ること
。目本人 の思考法・感 情,生 き方,習 慣 な ど
。日本 の風 俄 地理,歴 史,経 済,政 治な ど
。比較文化 の観 点か ら
留学 の 目的 は さま ざまであって も,来 目 した学生 は少 しで も 日本 を
知 りたい とい う願望 を もってい る。 日本 語で 目本 を知 るのがペ ス トで
ある ことはい うまで もないだ ろ う。また,目 本語 に熟達 した外 国人 の
文 も,模 範,目 標 として考 え られ るからか,親 近感 をもっ よ うで あ
る。 日本人 が書 いた例 えば 「ア メ リカの生活」 といった ものは,違 う
み かたがで きるので,い ろい ろと議論 を呼んで,話 す ための媒材料 と
な る。 だが,知 的好奇心 の旺盛 な学生 には好 まれ ないよ うだ。
α.教 師の感 動 した文章 であるこ と
教材 とす るか らには,く りか えし何度 も読 むわけである し,文,語
句 とい うよ うに分祈 してい くもので あるか ら,そ れ に耐 え得 る文章で
な ければな らな い。で は,完 壁な文章 を探 せ ぱいいか とい うと,そ れ
一51一
よ りもむしろ,読 んで心 を動 か された文章 であ ることの方 ボ重要 だ と
い えよ う。読 めぱ読むほ ど深 く,味 わいのでて くる文章,そ うい うも
のを教材 と して選びたい もので ある。
既成 の教科書 は,文 章 としては完壁 であるだろ うが,感 動 できる文
章で あるかど うか は問題 である。感動 す る対象 は読 む入 によってある
い は時や場 合 によって もちが うものであ るか ら,他 人が編集 した教科
書 の文章 のすべて に感動 できるはずはない。教 師 が教 えたい とい う情
熱 が持 てない文章 を,学 生 に与 えていい結果 を期待 す るのは無理 とい
うもので あろ う。その感動 は美 な るもの,真 な る ものとかい う範躊 の
ものだ けでな く,科 学者 の冷徹 な 目で捉 えた現 象 を淡々 と綴 った文章
であ って もいい し,巧 み な構 成 と簡潔 な ことばでで きてい るな ら,た
とえ絵本3)であって もいいはず であ る。 この幅 を広 くす ることは,教
師 として重要 な点 であろ う。 それ が単 に教 師の偏執的な好み に片寄 っ
た りす るのではな く,あ くまで も学生 に与 える教材 としての適否 をふ
まえ ることはい うまで もないD
3・選 ばれた教材
実際にどんな教材が選 ばれているか 「早大語研上級 クラス使用教科書一
覧」(昭51)によってみてみよう。 これ は昭和41・年度から51年度にかけ
て使用 された教科書のうち・市販の図書 に限って整理 されたパ ンフレット
であるQ年度別に使用教科書が記載 され》 さらに,内容別に分類 されてい
る.この分類により,さらに使用回数 を合計 したものが,下記の表である。
A.書 名の種類 と同時に使用数 を表す。
B.同 じ書名の本 を他年度にも使用 した数の合計
C.延べ使用回数
3)谷 川俊太郎 ・文,長 新太 ・絵 「わた しJ福音館書店
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(玉〉
(2)
(3)
(千)
(5)
(6)
内 容
科学,自 然,技 術
政治,経 済
言語,言 語生活
文化,社 会,歴 史,地理
教養,生 活,趣 味その他一般
文学
A十B=C
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
上記 の分類 の うち(3〉は 日本語そ のものを内容 としてい るものが ほ とん
どで あるし,(6)もす べて 目本 人作家 のものである。 他 の(1)(2〉・(5〉につ
いて も書名 に 「目本」 とい う文字の ある も の(「目本 の自然」「目本 人 の智
恵 」),内容 がr目 本」 を扱 つて い る も の(r火縄銃 か ら黒船 まで」r甘 えの
構造 」)など44種類 にわたってい る。 また,対 象 がア メ リ方人で ある国際
部 上級 クラスにおいては 「アメ リカの家族,日 本 の家族 」の よ うに両者 を
比較 した もの,「ああアメ リカ」「孤独な アメ リカ人」 とい った 日本 人が と
らえたアメ リカ(人)観な ども教材 として いる。 これは前 に も触 れたが,.そ
の とらえかたに関す る反論 な どがでやす く,話 題設定 に好都合 のよ うで あ
るQ
4・教材の扱い方
教材 を選択するさまざまな条件から・選ぱれた教材の教授法は自ら決め
られてくる。r上級教材使用報告書」 その他から授業形式 をい くっかとり
あげてみる。
例1・ 精読の揚合(論説文)
① 文法事項や言いまわしの説明
② 必要な語句 を取 り出 し説明
③ ② を正 しく理解 したかどうかチェックするため,練習問題 をさせ る・
例2.速 読の予定であったボ,学生 のレベルに合わず取った方法(短篇小
説)
① 読み聞かせ
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② 漢字の読み方一覧表配布,辞 書で予習させる。
③ 教師ボ選んだ語句につき,用 法の練習,同 じことを宿題 として 課
し,添削する。
④ 内容に関す る質疑応答 討論
⑤ 大意要約(口頭〉,宿題 として200字作文
⑥ 作文の共同添削
例3.聴 解力の養成目
学生に耳本 を持たせず・教師のみが内容を読んでおいて・教室では板書
しながら話す(講義の形式〉。 学生は聞きながらノー トをとり,それに基づ
いて要約文を作成 し時間の終 りに提出する。宿題 としない。提出された要
約文 を添削 して次回に返 し,まとめて注意を与卑る。 とくに漢宇系学生の
漢字熟語聞き分けの訓練になった。(詳しくは,木 村宗男 「テキス トを使
わない授業の試行報告」ILTNEWS55・561975.3参照)
例 斗.'ゼミナール形式
文章を意味,内 容から区切9,ひ とまとまりの部分を各身学生に分担 さ
せる。教室では担当した学生が"先 生"と なって授業 を進める。ほかρ学
生に読ませたり・質問 した窮 短文を言わせた 窮 もちろん自分で説明し
たり,要約 したり,さ せた り,そ の学生の創意によって授業 は進行する。
教師は適宜補足する.(詳しくは,拙稿 「上級教材 ・母の像シリーズ」ILT
NEWS62,1977,3参照)
E・ こ とばの背景 に切 り込 む読み.
これ まで何 をど う選 ぶ かと,い くっかの教授法 のタイプについて述 べて
きた,す で に授業方法 にっv・てはILTNEWS62号 で述丼 たので,次 に,
具体的 に私 の選 んだ教 材 を用いて,こ とばの背景 に どう切 り込 むかにっい
て述べ てみ たいび
???〕
く母 の像 〉 腰 元 気 質. 尾 崎 盛 光
母は東京下谷二長町の生れ。彼女の父は公卿の元用人(使用人〉で母 は元
旗本の養女 というから,典型的な没落階級の出身である。小学校高等科(現
在の中学〉を卒業すると女中奉公に出された。その先が尾崎家で,このほう
は,・やはり同じ公卿の用人仲問であるが,大 出世 をして明治政府 の高官 に
なっていた。彼女はそこの五男坊 と恋 をして僕 を生んだ。彼女は女中奉公
といってもいわゆ る小間使い(昔な ら腰元〉で,「炊事洗濯まるでダメ」の口
である。これ渉後々までたたった。
彼女の夫,つ まり僕の父になった尾崎 の五男坊 は,セ ンスはあるが,わ
がままでサラリーマン勤めカミできず,一生涯,定 職 がなかった。 したがっ
て母甘,親 と夫と二代にわたった没落階級 の貧乏暮 しを余儀なくされた。
僕が小学校を卒業する時,母 は学校 へ呼ばれて,あ んたの息子は府立一中
(現在の日比谷高校〉か東京高校(七年制高校〉へ入れたらよ い・ といわ れ
た.帰 ってきて父にそのことを話す と,父に 「とんでもない,早 く学校 を
出 して働かせなくては」と一喝されて,僕 を商業学校へ入れた。結果 とし
て僕は満足に中学教育を受けることができず,後年,大 学へ行 くのにだい
ぶ苦労 した。しかし彼 らは子供を満足に学校へもやれないのに女中を置い
ていた。母の説明によると・父が気むずかしい坊 ちゃんで,母 はその身の
まわ りの世話をするのが精いっぱいだったから,そ の池の家事には手がま
わらなかった,と い うのである。だが真相は,先 に述べた 「炊事洗濯まる
でダメ」で,主 人の身のまわ りの世話だけにはげむ腰元気質の延長だった
らしい。
子供が成人 して亭主の権威が地に落ちると,母 は大変 な社交家 にな っ
た。彼女は小間使い時代に習い覚えた謡曲を武器 とし,地域の謡曲の先生
ということでいい顔になっていた。当時はもう女中も置けな くな っ たの
で・彼女が夕食のための買物に行 くのだったが・これ.か,出たら最後まとも
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に帰 って きた ことがなかった。腹 を減 らして待 って い る僕 らを前 に して,
「あ一 ら,遅 くな って ごめん な さ い。 いま途 中で話 の長 い奥 さん につ かま
っちゃってね」 とい うのが口 ぐせだった。僕 らは面 白がって,「そ うだな,
今頃町 中の奥 さんが,話 の長 い奥 さんにつかまっ ちゃ ってっていいわ けし
て るぜ」 とか らかった・母 はけろっとして・「何 とで もおっ しゃい。あ一 ら・
あんま りあわ ててお大根 買い忘 れ ちゃ った。 誰 か行 ってきてえ」 てんで,
気 のい い僕 の弟 が,彼 女 が買い忘れ た大根 だの醤油 だのを買い足 しに行 か
された。 ちょっと今 目の東京辺 では見 られない大物 だった と思 えば よい。
(東京大学文学部事務長)
これ は子 どもを守 る会編集 の月刊雑誌 一子 どもの し あ わ せ」(草土文化
刊)の巻 頭 に,見 開き2ぺ 一ジ(約800～1200字〉で組 まれ た 〈母 の像 〉 と
い う随筆 の一篇で ある。毎月各界 の人々が,わ が母 を追懐 して綴 った もの
で,読 者 の人気 も高か った のか,そ の うち50篇 ほ どが抜粋 され,単 行本
r母の像』(草土 文化1976〉になった。
実際 に授業 として行 う場合 には,ぜ ミナール形式 で自主的 に進 めるわけ
だ魁 教 師 としてのプラ ンはなければな らない。っ ま り,学 生 が進 めるζ
と誤中心 ではあ っ て も,教 師 がこの教材 を扱 う目標 をお き,何 を教 える
か,ど の語句 を問題 と して どの文型 で練習 をす るかな どをあらかbめ 考 え
ておき,適 切な助言,補 足 をす ることが必要で ある。そ こで教 師のプ ラン
として,次 のよ うな事 項 をあげてみた。
L語 句
a、 現在 はも うあま り使 われ ていない時代 めいた語旬
腰元,気 質,公 卿,用 人,旗 本,女 中奉公,小 間使 い,女 中を置 く
本文 には,「用人 」 は使用人 のこととカッコで説 明 してあ るが,広 辞苑 に
r江戸時代,幕 府 ・大 名 ・貴族 又 は旗本 の家 で,老 臣の次 に位 し,出 納 ・
雑事に当った職」 とあって,現 在 の使用人 のイメー ジとは少 しちが う。 こ
ういう理解 をしな けれ ば旗本 の養女 との結 婚 は成 立たないはずで ある。
一56一
「女 中奉公 とい ってもい わゆ る小間使 い(昔な ら腰元)で 一 ・」 とあ って
本 文 だけ読 んで も,「女中」「小問使 い」腰元」 とい うζ とばの大体 の感 じ
はっ かめる。腰元 は 「貴人 の側 に仕 えて雑用 を掌 る侍女 」で あ り,台 所仕
事 な どはしな い。
b.固 有名詞
東京下谷二長町,明 治政府,府 立一 中(現在 の日比谷高校),束 京高校
(七年制 高校)
「下谷 区二長町 」目とは現在 の御 徒町付近 で明治13年 の地図 に も載 って
お り,鏡 花 の作品な どにも出て くる地名で,市 村座 の あった所 である。
だぶ,こ の二長 町 の生 れ とい うことが,"浅草生 れ""神 田の生れ"と い
ったほ ど,具 体 的 にイ メージが浮 んで こない。二長町 につ いての知識 不
足で ここでは"江 戸 っ子"と い う程度 の認 識で しか読 めなか った。
府立一中が当時 の秀 才 を集 めた学 校 であ り,商 業学校 が一段落 ちる こと
な どには触 れておきたいQ
c.普 通 の語句
養女,典 型 的な没落 階級,明 治攻 府 の高官,定 職・ 余 儀 な くされ た。
一喝,後 年,真 相,気 むずか しい,精 いっぱい,
以上 のことばは辞書 的な意味でほぽ足 りるといえばい える。 だが 「没落
階級」 とい うことば をと りあげてみ ると,辞 書 には 「没落 」 の意味 として
「栄 えていた ものが衰 え滅 びること」 とある程度 で ある。 しか し,も っと
具体的 にことばのイ メー ジを捉えよ うとすれ ば 「以前 は地位 が あって,社
会 的に も経済的 にも優位 であったが,社 会 的変革(この場合 は明治維新)の
あとは,そ れ らがすべて失 われ,し か もそ の上部構造 である人 間の意 識だ
けは変 らず,時 代 に適応 していけない弱い階級」 といい直 せば もっと明確
にな る。また,も っ と卑俗な表現 をすれぱ 「お金 もな いのに,気 位 だ け高
.い人た ち」 であ り 「収入 が少 ないのに,以 前の生活習慣 を捨 て切れ ない入.
人」 のことである と,具 体的 にとらえてい く。
すべての ことば をここまで"表 現"す る必要 はなマ・が,頭 の中で消化 し
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ておかない と文 字面 だけの理解 に とどまって しま う。
d,;一 モ ラスな文体 を構成 してい る語句
典型的な没落階級 の出身,そ の先,こ のほ う,用 人仲間,大 出世,彼
女,五 男坊・..τ炊事洗濯 まるでダ メ」 の口・たたった・彼 女の夫,あ んた
の息子,学 校へ入 れ たらよい,真 相,～ にはげむ,腰 元気質 の延長,亭
主 の権威 が地 に落 ち る,大 変な社交家,～ を武器 とし,い い顔 になっ
て,こ れ が出た ら最後 ～,話 の長い奥 さん,け ろっ として,今 日の東京
辺,大 物,剛 と思 えばよい
。 「出身」 とい うこ とば はふっ う 「早稲 田大学出身,ハ ワイ 出身 の高見
山,農 民 出身 の作家』 のよ うに,そ の学校 の卒業生で あるとか,そ の土地
の生 まれで あるとか,そ の身分 を経 てきていることな どを表す。だか ら武
家 の出身 で あると書 けば,こ れ は普通 の表現 であるが,r没落階級 の出身」
.とした ところにユーモラ スな味 が出 て くる。
。 「炊事 洗濯ま るでダメ」 の口の 「口」 は,「 ～のたぐい,種 類」 をさす
もので あるが,「料理 洗濯 まるでダ メ」 は同内容 でよい として 「お茶や い
け花 まるで ダメ」 はど うで あろ う.「酒 もタバ コもまるでダ メ」 はK堅 物
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。 「たたる」 は本来 「神仏,怨 霊な どか ら悪い む くいが ある」 こ と だ が
「害 となって 悪 い結果 が起 る」 ときにも用 いる。「徹夜 がたた って頭 が痛
レ、」 とV・うよ うに一 。
。 「セ≧ス」 は 「① 物事 の微妙な感 じ,あ るいは意味 をさ≧ る働 き。 勘
感覚 ② 思慮,分別」 とあ る。 この文章 で父 をプ ラスの評価 で語?1ζい るこ
とばはこれ しかない。っ ま り,無能 ではないの に,自己 の力 を発揮 で きず,
社会的 に認容 されな いタイ プ,二 代 目の典型 的 タイプ といえ よう.'漱石 の
高等遊民や 白樺派 のお坊 っちゃん と同世 代で あるわ けだが,こ の作家 たち
な い し登場入物 は,そ れ として生 き得 たのに対 し,こ の五男坊 は活路 が拓
けなかった口である。 だか ら 「センスはあ るが」 は重要な こ とばであ る。.
。r学 校 を出す」r学校 へ入れ る」r大学 へ行 く」r学校 へやれない」r奉公
に出す」 自分 の意志で 「大学へ行 く」っ ま り進学 するの と,親 の意志 と経
済的裏づ けをもって 「、騒子 を大学 に入 れ る」 の とは同 じ事実で あ りなが ら
話 し手 の気持 が ちが う。「子 どもを使 いにや る」 「奉公 にや る」「嫁 にや る」
の は,す べて権威 をもつ者 がその意志 によってす る行為 で ある。「奉公 にゃ
る」 は 「奉公 に出す」 と.同じで,そ の後,奉 公先 で不始 末 があれ ば主人 か
ら 「ひ まをや る」 といわれ 「ひまを出 され」 て しま うわ けで ある。 こ この
r学校へやれない」 は経 済的能力がな いこ とを意 味 している。r学校 を出す」
は 「学校 に入 れ る」の対 で卒業 させ るとい うことで意志 は他者 にあ 塑 「学
校 を出 る」つ ま り卒業す るは自動 詞で ある。
o・
。r真 相」 この ことぱが使 われ るのは素 直に 「事件 な どのほん と うの あ り
さま,事 情」 を述 べた ときには必要 な こ とぼでな く,事 情な どが表面 的1
形式 的でタテマエの説明 しかない場合 に,「 実 は飼」 とホンネが出,真 相
は こ うだ と暴 くときに用い ることばであ る。だか らr実 際 は」 と言 いか え
れ ば十分意味 は通 じるが,そ れだけではユーモァはわか らな い。
・ 「いい顔 にな る」 は 「顔が きく」 とも使 い 「あの人 はあそこでは(いい)
顔 だか ら」 といえば 「顔 を見せ るだけで さま ざまの便宜 をはかって もらえ
るJ場 合 をいい,決 して 「きれいな顔,立 派な顔」 ではない。 『大 きな顔
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をす る」が 「い ばるJで あった り 「旗 が売れ る」 が 「有名 にな る」 こ とな
ども触 れたい ところであ る。
。 「大物 」は 「ある方面 で大 きな勢力,能 力 を持 ってい る人.だ れか らも
一段上 だ と見 られ るよ うな者」 さて,彼 女 はど うい う大物 とされてい るの
であろ うか。 これ は最後 の段落すぺ てで説明 してい る通 りであ る。.
2.文 体
目1-dで扱 った語句の項 は,文体 と不即不離 の関係 にある.「文章作品 を読
んで われ われび 直覚的 に受 け取 るものは,文 章 の構造 的事 実で はな くて,
文章全 体 から発す るあるま とま った印象であ る、 これ がわれ われ に とって
は第一義的な事実 なのであ る。 この印象 をわた しは文体映像 と名づ けよ う
と思 う。文体映像 は,作 者側 か らいえば文体効果で あ り,観 賞者側 か らい
えぱ文体 印象 であ る」「もっとも下位 の,つ ま り㌧,われ われ 観 賞者 の直観
に訴 え るところの ものは,文 体効果 である。 この効果 を生 ず る直接 の原因
は,一 定 の文章構造すな わち文体 である、 かかる文体 をなにが要求 したか
といえば,そ れ は当 の作品 のモテ ィ ー フである」(小林英夫 「文体 論 の建
設」)この作品 のモテ ィー フはい うまで もな く 「母」であ る。この 「母 」 は,
亭主 が定職 もな くわ がままで あるのに,少.しも悲観的 でな く大 らかで屈託
がない。 この母 を描 くの に,文 体 印象 がペ シミスティックであった り,粘
液質 のもので あった りしてはおか しい し,ま た,そ うい うこ とはあ りえな
い。 しか し,同 じ内容 を述 べる揚合 に も,作 者 の対 象 の捉 え方 が変れ ば当
然異な った文体 にな って くる。例 えば
「母 は東京 下谷 の生 れで ある。 公卿 の用 人 を父 とし,旗 本 の養女 を母
とす る武家 出身 であった。が,没 落 し,高 等科 を卒業 す るとす ぐ尾崎家
の女 中 となった。尾崎氏 は以前父 の同僚で,当 時は明治政府 の高官 で あ
った」
淡々 と事実 を要約 的叙述態度で述 べ た もの で あ る、 母親 を悲劇 的 に見立
て,没 落 したことを同情的 に捉 えれ ば
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r母は東京下谷で生れた。 祖父は公卿 に仕える高官で・ 祖母は旗本の
養女であったから,母はだいじに育てられるはずであった。が,維新で
すべてを失つてしまい,高 等科を卒業するとやむな く女中に行かねばな
らなかったのである.奉公先の尾崎家は元の同僚で,こ ちらは逆に立身
出世牽して明治政府 の高官にまでなっていた」
というような文 となる。だが作者は母を分身の元,母 胎 とい うよ うな,感
情的 に切 り離せない関係か ら遠 くし,客観化 して描写 している。たとえば
彼女の父,養 女 とい うから,このほうはやは り同じ公卿の用人仲間で
9● 辱 し り ー ■D曹.畢
あるが大出世をしてr彼 女はそこの五男坊 と恋 をして僕 を生んだ,
oo● ● ■,DO曹 曾,,○ ●
彼女 の夫つ ま り僕 の父,あ んたの息子,彼 らは子供 を一,一 とい うの
で ある 以下略
文中 「彼女」 を』7回使用 している。す べて を 「彼女 」 と表現 してい るわ け
ではな く 「母」 も7回 使 っている。 どんな場合 に 「母 」 を用 い 「彼女 」 と
い うのか を調 べてみ ると
。.彼 女 の父
。 彼女 はそこの五 男坊 と恋 を して
。 彼 女 は女 中奉 公 とい って も 「炊 事洗 濯 まるでダ メ」 の口で ある
。 彼 女 の夫,つ ま り僕 の父にな った尾崎 の五男坊
。 彼女 は.一 謡 曲の先生 とい うことで いい顔 にな っていた
　 し
・ 彼女は夕食 のための買物に行 くのだが
。 彼女が買い忘れた大根
「母」 とお きかえると文 と して成立 たな い例 ,「彼女 の父,彼 女 の夫」 もあ
るが,これ も含 めて客観化 した揚合,っ ま り 〈母 の像 〉 としていわ ゆる一
般的 ・常識的 にみて あて はま らない線上 のこと,"明 治 の女"と して落第
の烙印 を押 されそ うな事 に関 してはすべ て 「彼女 」 で あ る。 この態度 は
「しかし,彼 らは子供 を満足 に学校 へ もや れ な い の に女 中 を置いてい た」
の部分 にも現れ る。 そ して敬愛する母,感 情 の距離 をもたない場合 は,母
を自然 に使 ってい る。
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。 したがって母 は,親 と夫 と二代 にわたった没落 階級 の貧乏暮 しを余
儀 な くされた
。 僕 が小学校 を卒業す るとき,母 は学校 へ呼 ばれて..
9
。 僕 らは面 白がって 「今頃町中の奥 さんが,話 の長い奥 さんにつかま
っちゃ っていいわ けしてるぜ」 とか らかった。母 はけろっ として
「母 はけろっ として」でそれ まで戯画化 して措 いてきた 「彼 女」の真相 が
ここで暴 かれたわ けで,ここは前 にな らえば 「彼女 」 とす るところであ る。
魁 母」 で ある方 がかえって自然で あって好 ましい。
つま り・女大学式 の 〈母 の像〉としては失格 であった母 を,失格 の面 か ら
捉 えれ ば,もっ とねぱねぱ した文体 にな るところだが,作省 は母 をその欠 点
をも覆 う大 らか さ,屈 託のな さ,人 間 としての豊 か さの点 で捉 え,そ れ を
客観化 した ところに,ユ ーモラスな文体 が成 立 したのだ と考 えられ る。 こ
の文章 は小林英夫 の言 う 「作者 の側 か らみ た文体効果 」 を十分 にあげ得 た
例,つ ま りこうひ う文体 な しには成 功 しな かった文章 だとい えよ う。
なお,こ の教材 で学生 か ら疑 問が出て議論 を呼 ん だのは 「彼女 はそ この
五男坊 と恋 を して僕 を生 んだ」 とい う文 で ある。 つま り 「僕」 を女 中 との
不義 の子,暗 い運命 を背負 った子 だ と思 った とい う。 これ は世 の東西 を問
わずよ くあ る話 であって,主 人 が女 中に 「手 を出す」 とい う表 現 す ら あ
る。人聞 ではな く奴隷 と してみ た女 中には何 をして もかまわな いので 「ス
キを見 せたお前 が悪 いのだ」 と一方的な責任転嫁で,主 人ない しは息 子 に
キズがっかな い よ うに,と い うよ り家名 を汚 した くな いためにのみ処理 さ
れ,女 中 は"不 用 品"と して捨 て られて きた。 しか し,こ の文 の揚合 には
多分 そ うではない だろうとい うこ とを明 らかにす るの に,江 戸時代 か ら明
治初年 にか けての 日本人 の意識 に触れ る必要が生 じた。公卿 の用 人 とは先
に語句 の項でみ た通 り高官 であって,没 落 した とはい え気位 は高 かったに
ちがいない。だ か ら,女 中奉 公にや るといって も 「腰元 」であったこ とは
当然 であ る。 口減 らしや身売 りによ って奉公 す る百姓 や町人 の娘 とはちが
って,腰 元 とい うのは,富 裕な町人の娘 です ら行儀 見習いのために謝礼 を
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出 してまで行 かせ る花嫁修行 のよ うな もので あった。従 って道楽息子 と一
方 的 に受身 の立揚 にある女 中 との関係 とは言い難 い。当時 も結婚 は身分 の
高 低がかな り問題 であったろ うが,尾 崎家へ は公卿 の用 人仲 間で あった縁
で出 されたのをみ る と,長 男以外 との結婚 は親同士 も予想 していた と さえ
考 えられ る。
否定 し得 るもう一っの根拠 は 「彼女 はそ この五男坊 と恋 をして僕 を生 ん
だ」 とい う文内容 ・文体で ある。決 して受身 でな く,主 体的に恋 をしたの
で ある。 それ はこの文章 の後半に現れ る彼女 の快活 さやr今 目の東京辺 で
は見 られない大物 だと思 えば よい」 とい う文 か らみて も想 像 で き る。 当
時,女 中 とい う立揚で主体的な恋愛 がで きるはずがない ともいえ るが,主
人 と女 中 との不倫 とい う暗 いイメー ジはこの文体 か らは読 み とれない。以
上 の ように文化的背景 を探 ること,文 章 を丹念 に読む ことか ら疑 問は解決
'で きたわけである。
もう一っの問題 となった箇所 は 「子 ど もが成人 して亭主の権 威が地 に落
ち ると,母 は大変 な社交家 になった」 とい うところで ある。子 どもが成人
す るとい えば,.法律的 には20歳 にな った時 であるが,そ れで亭主 の権威
がな くな るわ けはない、おそ らく学校 を卒業 した子供が就職 して月給 を持
って くるよ うにな ったか らで あろ う。 この父は 「一生涯定職 がな く.,・早
く学校 を出 して働 かせな くて は」 と言 ってい るか らである、,経済基盤 が夫
か ら,盒・子へ移 った とた ん,そ れまで地 中 に埋 もれていた彼女の個性 が解放
されて,一 時 に芽吹 き始 めたので ある。そ こで彼女 も夫 に気兼 ねする とこ
ろな く,謡 曲 を教 えて 自ら楽 しむ と共 に,彼 女 な りの経済力 も併 せ持 っ よ
うにな ったのだか ら,大 変な社交家 にな るの も当然 といわな けれ ぱな らな
いo
3.構 成
これは1,100字ほ どの文章 であるが,3段 落 から成 っている。
元気質」 とい う題 からこの構成をみてみ よ う。
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まず 「腰
第一段落 一 ・なぜ腰元気質 とい うのか,そ の由来 が祖父母 の出身階級 か ら
語 られ る。尾崎家 に女中 に出 されたが,い わゆ る腰元 で 「炊事洗灌 まる
でダメ」の 口で ある所 以が述ぺ られ る。
第二段落 ・一 貧乏暮 しで子 どもを満足 に学校 へ もやれな いのに女中 を置い
ていた。母 の説明による と父 が気 むずか しい坊 っちゃんで身 の まわ りの
世話 をす るのが精 い っぱいだったか らとい うが,真 相 は 「炊 事洗 濯 まる
でダメ」の 口だ ったか らであるoこ れ を腰元気質 の延長だ った とみ る.
第三段落,_亭 主の権威 も失墜 し,女 中 も置 けな くな 窮 やむな く炊事 き
す ることになるわけだが,夕 食 のため買 い物 に行 って もなかなか帰 って
来 ない し,買 い忘 れはす るしで,腰 元気質 の・"奪れの果 て"と い うくだ
りであ る。
もう一 っの主題 く母 の像 〉 か ら構 成 を辿 ってみ ると
第一段落..、母 の経歴 が書 かれてい る、ここにはまだ く母 の像 〉は現れ て
いない。
第二段落 ・一 腰元気質 の延 長であ る。だか ら自分 の子 どもの将来 に関 わる
重要な問題で あるのに,夫 に 自分 の意見 を述 ぺたて るで もな く,一 喝 さ
れ てお しまい一 夫 の言いな りであ る。 ここで も 〈母 の像 〉 は父 の強
大な る権威 の前 にはま った く朧気 で,母 であ るよ りも前 に主人 に仕 える
腰元 の意識の方 が強いo
第三段落...夫の権威が地に落 ちた とき,夫 か ら解放 され る。大 げさにい
えば,初 めて 自分 の意志 をもった人問 として登場 して くる。謡曲 の先生
とな って多少 の経済的基盤 もできたので大 変な社交家 とな り,買 い物 に.
行 って も話が はずんでなかな か帰 らない。夫 の権威 あ りし日には思 い も
及 ばな かった ことで あろう。腹 を減 らして待 っている息 子 に 「あ一 ら遅
くな って ごめんな さい,話 の長 い奥 さんにつかまっちゃってね」 と屈託
ない。子 どもにか らかわれても 「何 とで もおっ しゃい。 あ一 らあんま り
あわててお大根 買い忘 れちゃった・誰 か行 ってきてえ」 と子 どもに対 し
ては腰 元気 質はま った く見 られず・ だれ か らも束縛 されない 自由な人 聞
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とな ってコつい には"大 物,,に昇格 して しま うわけであ る。こ.の母 の最
も母 らしい,の びやかな・解放 された 〈母 の縁 〉が出て きて完 結す る。
4。 関連教材一 その発展一
r母の燥」 は前 に も述 べた通P現 在 も毎月掲載 されてい るが,こ の中か
ら6篇 選 んでシ リーズ として扱 った折,そ こに共通 す る疑 問,問 題が出 て
きた。「なぜ この母 は意見 を言わないのか」「自分 の考 えをもっていな いの
だろ うか」「夫の言 動 をひ どい とは感 じな いのだろ うか」な ど と い う声で
あ る。 もっ ともよ く表れ てい る例 として関連 教材 「以心伝 心」(野村万蔵〉
をあげてみ よ う・「母 を語 る となると必ず父 が飛びだ して来 る」とい う書 き
出 しか ら、父 の存在な しには母は語 れない,つ ま り母 はいつ も父 の影 の よ
うによ りそってい る存在 だとい うこ とがまずわかる。
rrお父 さんのお帰 りです よ』 と大声 で家族 を起 して歩 くのは,い つ も母
だった.酒 好 きの父が,い っ ものよ うに夜更 けに酔 っ払 って帰宅 したので
あ る。 父 に怒鳴 られるのがこわか った私 は,ね むい 目をこす りなが らも,
母 とい っしょに玄関 に両手 をつき,頭 を下 げて 『お帰 りな さい』 とい う。
そ うしない と父 は部屋 に上 が って こなかった。父 は暴君 のよ うだった。母
は父 によ く尽 した。尽 しす ぎた くらい である。っいぞ父 とのいさかいの揚
面 は見た ことがなか った。・ただ 『お父 さんよ り先 に死にた くない』 と子 ど
もた ちに密 かに こぽ していた」
夜 更 けに子 どもまで起 して迎 えさせ る暴 君 のような父 。なぜその非 を説
いて,せ めて子 どもの睡眠 を保証 す るだけの母 の強 さが持 てな か ク た の
か。その上,父 によ く尽 した とい う。 「尽す」 は 「ある限 りを出す,そ の極
まで達 する,終 え る」 とい ラことで,つ ま りは自己 を捨 て る,「滅私」 で
あ る。 自己 を捨 てれ ぱ当然い さかいの揚面 はないのだび,「 お父 さんよ り
先 に死 にた くない」 と洩 らす母に,学 生 はやっ と生身 の人 問を感 じたよ う
だ ったQ
いったい ど うして こ うい う人聞恭存在 したのか,全 く不可解 で,何 とか
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説明 がほ しくな るのは無理 もない。「以心伝心』 の結 び には,「三従 を地 で
いったよ うなや さ しい母 だ った と思 う」 とあって 「三従」 とい うこ とばが
出て いる。 ほかに劇作家田中千禾夫 「てのひ ら」 に 「封建時代 の玄大学式
の知識 と能力 を実行す るためには一 」 とあ り,また・彫刻家佐藤忠 良の母
は27歳で夫 に死なれ6歳 と2歳 の子 をひ と9で 育てたが 「『二夫 に見 えず6
な どとい う昔式 の考 え方 が美徳 かど うか を別 として一 」な ど と出 てぎ,
それ ぞれ語句 としての解釈 はす ませて あった が,改 めて新 しい疑 問 を解 き
明かす材料 として 「女大学」 と 「女大学批判」 を読 むことに した。
先 の疑 問 を解 く部分 を見 てみ るとr婦 入 は別 に主君な し,夫 を主人 と思
ひ敬ひ慎みて事 ふべ し。軽 しめ侮 るぺ か らず,惣 じて婦人の道 は人 に従ふ
にあ り,夫 に対 す るに顔色言葉遣 ひ懸勲 に謙 り和順な るべ し,不 忍 に して
不順な るべか らず,奢Pて 無礼 な るべか らず,是 れ女子第一 の勤也。夫 の
教訓有 らば正 し く答 ふべ し,其 返答疎 なるは無礼な り,夫 若 し腹立怒時 ぱ
恐れ て順ふべ し,怒 り課ひて其心 に逆 ふべか らず,女 は夫 を以 で天 とす。
返々 も夫 に逆 ひて天の罰 を受 べか らず」 とあ る。
ここか ら,夫 のことを 「主人」 とい うのは,も ともと封建制下 の主従 関
係 を示す こ とばで,家 にあっては絶対 の権威者 が夫 であるか ら,主 入 と呼
ぶのだ と理解 できる。絶対 の権威者の前 には家族 が滅私献身 すべ きで ある
からr以 心伝心」 の父 の如 き暴君 の存在 が許 されたのである。 またr腰 元
気質」の母 のよ うに,息 子 の進学 にっい てさえ意見 も言わず,夫 の下知 に
従 って しま う。決 して事 の適否な どをめ ぐって意見 を述 べ合 った りせ ず,
もし夫 に尋 ね られた らそのと きは正 しく答 えれ ばいいので ある。夫 が どん
な に残忍 で も,い ささか も恨 むこ とな く,自 分 の仕 え方の足 りない ことの
みを反省 すべ きなのであ る。
このよ うに関連 教材,発 展教材 を用 いれ ば,も う一段深い読みが可鰭 と
なる。
以上,語 句,文 体,構 成,そ して関連 ・発展教材 の使用 とい うふ う に・
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段階 を追 って読解 を深め る方法 を探 ってみ た。 これ を もう一度概括す れば
第一段階 … ことぱ の意味 を辞書的 に知 るこ と、初級 段階 はこれ で ょ い。
rちょうちんが か ざ られ る」 とい う受身 の練習 の場合 に1ち ょうちんの
文化的 背景 は不要 であ る。
第二 段階 ・一 文脈 におけ る意味 を知 ること。 「母 を語 るとな ると必ず父 が
飛 ぴだすゴ の 「飛 びだす」 を道 路 に子 ど もが飛 びだす よ うに理 解 してい
たので は困 る。 「,暫い浮ぶ」 よ りもっと瞬間的な ことば であることまで
理解 したい。
中級 はここまで達す る必要が ある.
第三段階 ・一 文体 か らの考察
第 四段階..・構成 か らの考察
第 五段階,.,関連 。発展教材 か らの考察
第 三,四,五 段階 は上級 で扱 う範 囲であろ う。
どんな教材 で も,第 一,第 二段 階 は欠 くことができな いが,第 三 ・四 ・
五段階 の手順 がいつ もふ め るわけで はない し,ふ む必要 もない と、忍 う。腰
元気質」 で詳述 したほ どいつ も深 ぐ切 り込 む読 みが必要 だとは考 え な い。
教材 によって も,目 標 によっても方法 は当然異 なって くる.し か し,翻 訳
をす る者 に とっては,こ のよ うな ことぱの背景 に切 り込 む読み は不可欠 だ
と思 う。「良 い翻訳 をするのに,一 番大切 と思 われ る条件 は,敏 感な,心 を
こめた,精 密な眼 に富ん だ,原 文へ の尊敬で あ りま しょう」(「和英翻訳一
利 点 と問題 点」講座 目本語教育 第11分 冊)とJ・E・Fegan氏も述 べ て
い る。
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